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転出・転入・転出超過状況１. 
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図1-1 転出状況の比較

○ 大阪市からの転出先をみると、20代及び30代では「堺市」「東大阪市」、
10歳未満では「堺市」「豊中市」への転出が多い。

○ 大阪府外への転出は、 20代及び30代では「兵庫県」「東京都」、
10歳未満では「兵庫県」が多くなっている。

資料：令和５年度住民基本台帳（市民局）をもとに都市整備局が作成

【30~39歳】23,299人 【0~9歳】7,716人【20~29歳】37,678人
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図1-2 転入状況の比較

○ 大阪市への転入元をみると、いずれの年齢でも「堺市」「東大阪市」からの転入が多い。

○ 大阪府外からの転入は、いずれの年齢でも「兵庫県」「東京都」が多くなっている。

資料：令和５年度住民基本台帳（市民局）をもとに都市整備局が作成

【30~39歳】21,050人 【0~9歳】4,296人【20~29歳】55,210人
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図1-3 転出入超過状況の比較

資料：令和５年度住民基本台帳（市民局）をもとに計画調整局・都市整備局が作成

○ 大阪市の転出入超過状況をみると、20代では転入超過、30代及び10歳未満では転出超過となっている。

○ 20代の転入超過について、大阪府内では「堺市」からの転入超過が最も多く、
大阪府外からの転入超過は「兵庫県」が突出して多くなっている。

○ 30代の転出超過について、大阪府内では「吹田市」「豊中市」への転出超過が顕著であり、
大阪府外への転出超過は、「東京都」が突出して多くなっている。

○ 10歳未満の転出超過について、大阪府内では「堺市」への転出超過が最も多く、
大阪府外への転出超過は「兵庫県」が最も多くなっている。

○ 30代・10歳未満でいずれも転出超過の上位である
「吹田市」「豊中市」「東大阪市」「堺市」や「兵庫県」は、20代では転入超過となっている。

【30~39歳】転出超過 【0~9歳】転出超過【20~29歳】転入超過
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図1-4 【参考】大阪市からの転出要因

○ 20代・30代の大阪市からの転出要因について、人口移動要因調査より考察する。

○ 転出の理由について、20代・30代ともに「仕事の都合」が最も多い。

○ 「仕事の都合」で転出した30代の理由の詳細をみると、「転勤」が突出して多い。

○ 「仕事の都合」で転出した人は東京圏への転出が多い。

○ 上記より、30代の大阪市から東京都への転出は転勤が大きな要因であると推察される。

資料：平成30年度大阪市人口移動要因調査（大阪市計画調整局）
ダウンロードファイル「転出」より抜粋
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【転居の理由】

【「仕事の都合」のうち主な理由】 【「仕事の都合」の地方別移動先】
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図1-5 【参考】大阪市への転入要因

○ 20代・30代の大阪への転入要因について、人口移動要因調査より考察する。

○ 転入の理由について、20代・30代ともに「仕事の都合」が最も多い。

○ 「仕事の都合」で転入した理由の詳細をみると、
     20代では「就職」、30代では「転勤」が最も多い。

○ 「仕事の都合」で転入した人は近畿圏からの転入が多い。

資料：平成30年度大阪市人口移動要因調査（大阪市計画調整局）
ダウンロードファイル「転入」より抜粋
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【転居の理由】

【「仕事の都合」のうち主な理由】 【「仕事の都合」の地方別移動元】
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図1-6 【参考】大阪市の年齢別社会動態

○ 大阪市の年齢別転出入状況をみると、20代の転入超過が顕著であることが分かる。

資料：大阪市の推計人口年報（令和６年） P.18（大阪市計画調整局）

21,756

8,505
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図1-7 【参考】東京都からの転出状況(20～29歳)

○ 東京都から他道府県への20代の転出状況をみると、「神奈川県」「埼玉県」「千葉県」
     の関東圏への転出が多く、「大阪府」は４番目となっている。

○ 大阪府下では「大阪市」が半数以上を占めており、次いで「吹田市」「堺市」が
多くなっている。

【東京都全域】
転出：147,850人

【東京都から大阪府下への転出状況】
転出：8,069人

資料：令和５年住民基本台帳人口移動報告（総務省）

( 5.5% )

( 56.1% )

( 8.2% )

( 5.1% )
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図1-8 【参考】東京都からの転出状況(30～39歳)

○ 東京都から他道府県への30代の転出状況をみると、「神奈川県」「埼玉県」「千葉県」
     の関東圏への転出が多く、「大阪府」は４番目となっている。

○ 大阪府下では「大阪市」が半数以上を占めており、次いで「吹田市」「豊中市」が
多くなっている。

【東京都全域】
転出：92,729人

【東京都から大阪府下への転出状況】
転出：4,668人

資料：令和５年住民基本台帳人口移動報告（総務省）

( 5.0% )

( 52.6% )

( 10.9% )

( 6.7% )
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図1-9 【参考】東京都からの転出状況(0～9歳)

○ 東京都から他道府県への10歳未満の転出状況をみると、20代・30代と同様に
     「神奈川県」「埼玉県」「千葉県」の関東圏への転出が多く、
     「大阪府」は４番目となっている。

○ 大阪府下も同様に「大阪市」「吹田市」「豊中市」への転出が多いが、
     大阪市の割合が20代・30代よりも少なくなっている。

【東京都全域】
転出：28,111人

【東京都から大阪府下への転出状況】
転出：1,332人

資料：令和５年住民基本台帳人口移動報告（総務省）
( 4.7% )

( 33.7% )

( 13.4% )

( 15.3% )
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